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は
清
朝
末
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
を
含
む
八
国
連
合
軍
の
侵
略
や
日
清
戦

争
の
敗
北
が
近
代
軍
事
技
術
の
軽
視
に
起
因
し
た
こ
と
、
い
ま
中
国
人

は
こ
の
歴
史
教
訓
を
忘
れ
て
い
な
い
等
だ
っ
た
た
め
、
展
示
物
と
相
ま

っ
て
会
場
が
凍
り
つ
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
中
国
人
の
問
か
ら
も

Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
わ
き
ま
え
な
い
と
の
意
見
が
後
日
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

会
議
の
中
間
に
あ
た
る
十
七
日
は
全
日
の
小
旅
行
と
し
て
ア
ル
プ
ス

山
麓
の
罵
月
言
①
の
彊
号
己
ま
で
大
型
バ
ス
二
台
で
行
き
、
十
六
世
紀
か

ら
始
ま
っ
た
と
い
う
岩
塩
採
掘
場
を
見
学
し
た
。
独
特
な
ト
ロ
ッ
コ
に

乗
っ
て
全
体
が
一
種
の
博
物
館
に
な
っ
て
い
る
過
去
の
坑
道
奥
深
く
ま

で
入
り
、
採
掘
技
術
史
等
の
説
明
を
受
け
、
ま
さ
に
科
学
技
術
史
の
会

議
に
ふ
さ
わ
し
い
見
学
会
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
会
議
の
五
日
間
は
朝
か
ら
夜
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ
れ
、
心
身
共
に
疲
れ
た
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
。

し
か
し
当
会
議
で
は
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
す
ら
見
か
け
な
か
っ
た
し
、
か

く
も
周
到
に
準
備
さ
れ
た
国
際
会
議
は
初
め
て
体
験
し
た
。
灰
聞
に
よ

る
と
ウ
ン
シ
ュ
ル
ト
教
授
は
各
種
財
団
か
ら
五
万
ユ
ー
ロ
を
調
達
し
、

こ
の
数
ヶ
月
は
本
会
議
の
準
備
だ
け
に
費
や
し
た
と
い
う
。
こ
の
場
を

借
り
て
氏
の
熱
意
と
努
力
に
感
謝
申
し
上
げ
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
た
い
。

○
コ
．
①
の
①
三
の
皇
○
ヨ
囚
玉
三
の
匡
里
工
更
○
三

（
中
国
医
学
史
図
像
国
際
会
議
）

真
柳
誠

標
記
の
会
議
が
二
○
○
五
年
九
月
十
五
・
十
六
日
の
二
日
間
、
北
京

郊
外
の
香
山
に
あ
る
香
山
飯
店
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
欧
米

を
中
心
に
近
年
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
国
医
学
史
研

究
に
応
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
会
議
で
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
財
団
か
ら

前
後
一
日
を
含
め
た
宿
泊
と
全
飲
食
が
提
供
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
大
英

図
書
館
は
所
蔵
の
ス
タ
イ
ン
敦
埋
文
書
を
研
究
す
る
た
め
に
敦
埋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
近
年
立
ち
上
げ
て
い
る
。
う
ち
医
薬
文
書
に
つ
い
て
は
ウ
ェ

ル
カ
ム
財
団
の
支
援
で
ロ
ン
ド
ン
大
学
お
よ
び
一
一
－
ダ
ム
研
究
所
と
、

中
国
中
医
研
究
院
の
中
国
医
史
文
献
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
が
共
同
研
究

を
進
め
て
き
た
こ
と
も
本
会
議
が
開
催
さ
れ
た
背
景
に
あ
る
。

、
王
催
は
北
京
に
あ
る
中
国
医
史
文
献
研
究
所
と
ロ
ン
ド
ン
大
学
ウ
ェ

ル
カ
ム
基
金
医
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
。
名
誉
会
長
は
医
史
文
献
研
究
所

の
馬
継
興
教
授
、
会
長
は
医
史
文
献
研
究
所
の
柳
長
華
所
長
と
ウ
ェ
ル

カ
ム
財
団
医
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
２
直
○
８
才
王
任
、
実
行
委
員
長
が

ロ
ン
ド
ン
大
学
の
く
ご
ｇ
胃
冒
医
学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
長
と
医
史
文

献
研
究
所
の
王
淑
民
教
授
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
行
わ
れ
た
。
当
然
な
が

ら
会
議
の
公
用
語
は
英
語
と
中
国
語
。
参
加
者
は
中
・
英
の
事
務
担
当

者
を
含
め
て
六
三
名
で
、
所
属
機
関
の
国
・
地
域
別
で
は
中
国
三
○
、

イ
ギ
リ
ス
一
七
、
ア
メ
リ
カ
五
、
台
湾
・
日
本
各
三
、
イ
ス
ラ
エ
ル
ニ
、

韓
国
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
各
一
だ
っ
た
。

十
四
日
は
登
録
と
夜
の
歓
迎
宴
が
あ
り
、
会
議
自
体
は
十
五
日
と
十

六
日
に
計
四
六
演
題
に
つ
い
て
集
中
し
て
行
わ
れ
た
。
十
五
日
の
午
前

は
以
下
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

く
言
①
目
①
ｇ
「
会
議
の
方
針
と
概
要
」
。
爵
一
○
８
六
「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
医
学
史
と
は
」
。
王
淑
民
「
豊
富
で
多
彩
な
中
国
古
医
書
の
挿
し
絵
」
。



日本医史学雑誌第51巻第4号(2005) 666

顧
巳
員
己
邑
の
、
冒
匡
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
）
「
十
八
世
紀
か
ら
二
十
世
紀

早
期
の
中
国
医
書
に
お
け
る
痙
痛
の
美
観
」
。
栗
山
茂
久
（
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
）
「
中
国
医
学
害
の
挿
絵
の
色
調
」
。
馬
継
興
「
炎
帝
薬
学
文
化

の
歴
史
図
像
」
。

以
上
の
講
演
の
後
、
二
会
場
に
分
か
れ
、
一
人
ご
と
に
二
○
分
の
発

表
と
一
○
分
の
討
議
が
二
日
間
に
わ
た
り
、
約
二
時
間
お
き
の
コ
ー
ヒ

ー
ブ
レ
イ
ク
を
挟
み
行
わ
れ
た
。

九
月
十
五
日
午
後

第
一
会
場

鄭
金
生
（
中
国
医
史
文
献
研
究
所
）
「
本
草
書
の
写
実
的
と
芸
術

的
な
挿
し
絵
論
」
。
昏
里
聾
⑦
月
頁
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
）
「
郭

瑛
か
ら
李
時
珍
に
至
る
動
物
の
挿
し
絵
」
。
肖
永
芝
（
中
国
医
史

文
献
研
究
所
）
弓
補
遺
雷
公
炮
製
便
覧
』
の
新
増
薬
物
炮
製
図
の

研
究
」
。
察
景
峰
（
中
国
医
史
文
献
研
究
所
）
「
チ
ベ
ッ
ト
医
学
マ

ン
ダ
ラ
図
に
お
け
る
解
剖
図
譜
の
重
要
な
意
義
」
。
瓢
艶
（
中
国

医
史
文
献
研
究
所
）
「
チ
ベ
ッ
ト
医
学
の
触
覚
表
現
方
法
」
。
昏
昌

弓
巨
目
（
英
・
ワ
ー
ブ
ル
グ
研
究
所
）
「
チ
ベ
ッ
ト
医
学
占
ト
図
一

幅
に
つ
い
て
の
解
釈
」
。

第
二
会
場

黄
龍
祥
（
中
国
中
医
研
究
院
針
灸
研
究
所
）
「
針
灸
図
像
と
針
灸

史
料
の
解
読
」
。
シ
嵐
９
房
９
日
豆
（
イ
ス
ラ
エ
ル
・
テ
ル
ア
ビ

ブ
大
学
）
「
規
範
医
学
経
典
ｌ
北
宋
時
期
に
お
け
る
医
学
集
成
図

書
の
挿
し
絵
」
。
里
の
号
①
ｇ
房
巨
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
）

「
チ
ベ
ッ
ト
画
は
中
華
文
献
の
脈
診
関
連
内
容
を
反
映
で
き
る

か
」
。
ど
煙
冒
ン
同
国
昌
（
仏
・
極
東
学
院
北
京
セ
ン
タ
ー
）
「
敦
埋

具
注
暦
中
の
日
遊
・
人
神
法
に
お
け
る
治
療
関
連
の
選
択
」
。
酒

井
シ
ヅ
（
順
天
堂
大
学
）
「
日
本
に
お
け
る
中
国
解
剖
図
の
影
響
」
。

聾
言
口
○
眉
乏
目
（
ソ
ウ
ル
国
家
大
学
／
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
分
校
）
「
朝
鮮
伝
統
医
学
史
中
の
図
解
と
挿
し
絵

図
総
評
」
。
曹
暉
（
国
家
中
薬
現
代
化
シ
ス
テ
ム
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
）
「
民
族
薬
物
学
観
点
に
よ
る
明
代
本
草
彩
色
絵
図
の
検

討
」
。

九
月
十
六
日

第
一
会
場

陳
明
（
北
京
大
学
）
「
異
域
の
形
象
ｌ
『
本
草
品
彙
精
要
』
中
の

胡
人
図
」
。
王
進
玉
（
敦
埠
研
究
院
）
「
敦
埋
文
物
に
お
け
る
医
学

衛
生
図
像
の
研
究
」
。
張
其
成
（
北
京
中
医
薬
大
学
図
書
館
）
「
五

臓
六
脈
補
潟
図
の
解
説
」
。
塵
育
群
（
中
国
科
学
院
自
然
科
学
史

研
究
所
）
「
説
話
図
を
見
る
ｌ
峨
媚
天
歪
指
穴
法
の
故
事
紹
介
と

歴
史
思
考
」
。
梁
永
官
二
北
京
中
医
薬
大
学
）
「
朝
鮮
通
信
使
に
由

来
す
る
朝
日
医
家
の
交
流
」
。
胡
曉
峰
（
中
国
医
史
文
献
研
究
所
）

「
中
国
外
科
・
傷
科
耆
の
絵
図
略
論
」
。
馬
堪
温
（
ウ
ェ
ル
カ
ム
医

学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
）
「
中
国
古
代
名
医
の
故
里
・
古
跡
調
査
」
。

李
尚
仁
（
台
湾
・
中
央
研
究
院
）
「
中
国
人
と
そ
の
糸
虫
病
図
表

現
に
与
え
た
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ン
ソ
ン
の
研
究
」
。
詞
。
胃
『
国

国
く
言
の
（
英
・
ｇ
ａ
氏
大
学
）
「
針
灸
の
形
象
化
ｌ
ア
ジ
ア
医
学
技

術
の
形
象
化
と
西
洋
化
」
。
張
哲
嘉
（
台
湾
・
中
央
研
究
院
）

弓
婦
女
雑
誌
』
の
薬
品
広
告
図
像
」
。
ぎ
弄
里
牌
胃
昼
（
英
・
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重
筋
目
言
興
国
大
学
）
「
新
た
な
現
実
性
の
創
造
ｌ
現
代
中
国
医
学

に
お
け
る
工
程
図
と
図
解
」
。
］
且
言
園
日
目
冑
（
シ
カ
ゴ
大
学
）

「
現
代
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
中
の
中
国
医
学
」
。
周
遜
（
ロ
ン
ド
ン
大

学
）
「
建
康
と
美
ｌ
現
代
中
国
に
お
け
る
医
学
と
健
康
の
図
像
」
。

第
二
会
場

朱
建
平
（
中
国
医
史
文
献
研
究
所
）
「
図
説
中
国
古
代
健
身
史
」
。

冨
腎
嬰
号
胃
（
テ
ル
ア
ビ
ブ
大
学
）
「
医
学
、
宗
教
、
そ
れ
と
も

武
術
？
ｌ
清
代
少
林
拳
図
釈
」
。
梅
川
純
代
（
大
妻
女
子
大
学
）

「
春
画
と
房
中
術
の
関
係
」
。
酸
亘
邑
①
言
言
い
（
米
・
野
『
己
信
ョ
出

版
）
「
中
国
中
世
の
養
胎
法
ｌ
『
医
心
方
』
の
妊
娠
十
ヶ
月
図
解
」
。

真
柳
誠
（
茨
城
大
学
）
ヨ
産
経
」
妊
娠
図
と
「
明
堂
図
」
の
研
究
」
。

呉
一
立
（
米
・
ア
ル
ビ
ン
大
学
）
弓
医
宗
金
鑑
』
に
お
け
る
肖
像

画
の
性
別
区
分
法
」
。
万
芳
（
中
国
医
史
文
献
研
究
所
）
「
小
児
痘

疹
文
献
の
図
像
が
持
つ
診
断
価
値
の
重
要
性
」
。
梁
條
（
北
京
中

医
薬
大
学
）
「
舌
診
図
に
表
現
さ
れ
た
中
国
医
学
の
病
因
学
」
。

ｚ
曽
昌
函
○
冒
莨
の
ロ
○
ミ
ヨ
眉
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
）
「
舌
の
謎
」
。
張

家
璋
（
北
京
中
医
薬
大
学
）
「
中
国
医
学
文
献
の
歴
史
図
像
か
ら

み
た
形
神
論
」
。
配
巨
富
困
匡
員
（
ロ
ン
ド
ン
大
学
ウ
ェ
ル
カ
ム
医

学
史
研
究
セ
ン
タ
ー
）
「
台
湾
で
推
進
さ
れ
る
中
華
自
然
療
法
」
。

張
瑞
賢
（
中
国
中
医
研
究
院
中
薬
研
究
所
）
「
現
存
最
古
の
石
刻

医
書
」
。
劉
国
正
（
中
国
中
医
研
究
院
図
書
館
）
「
中
国
医
薬
珍
善

本
古
籍
の
多
媒
体
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
建
義
」
。

な
お
十
七
日
午
前
に
予
定
さ
れ
て
い
た
総
括
と
論
文
集
出
版
の
検
討

会
議
は
十
六
日
夕
方
に
変
更
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
催
し
物
と
し
て
、

十
五
日
夜
の
夕
食
時
に
中
国
武
術
・
伝
統
音
楽
・
五
禽
舞
等
の
実
演
が

あ
っ
た
。
十
六
日
夜
は
中
国
医
学
科
学
院
薬
用
植
物
研
究
所
内
に
あ
る

薬
膳
レ
ス
ト
ラ
ン
で
晩
餐
宴
が
催
さ
れ
、
ホ
テ
ル
の
単
純
な
食
事
に
飽

き
て
い
た
た
め
干
天
の
慈
雨
で
は
あ
っ
た
。
翌
十
七
日
午
前
は
近
く
に

あ
る
頤
和
園
の
散
策
と
園
内
の
宮
廷
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
昼
食
が
あ
り
、

の
ち
解
散
と
な
っ
た
。

当
会
議
は
馬
継
興
・
馬
堪
温
・
察
景
峰
・
酒
井
シ
ヅ
・
國
昌
己
．

ご
己
鷺
冒
丘
各
氏
を
除
く
全
員
が
五
○
代
ま
で
で
、
中
心
は
三
○
代
と
四

○
代
の
若
手
と
い
う
年
齢
構
成
。
し
か
も
中
国
の
参
加
者
は
中
医
研
究

院
を
中
心
と
し
た
北
京
の
研
究
者
の
み
、
台
湾
も
台
北
の
中
央
研
究
院

の
研
究
者
の
み
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
ニ
ー
ダ
ム
研
究
所
（
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
）
・
中
医
研
究
院
（
北
京
）
・
中
央
研
究
院
（
台
北
）
・
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
（
京
都
）
の
線
で
結
ば
れ
た
、
新
た
な
東
ア
ジ
ア
医
学

史
研
究
の
潮
流
が
あ
る
。
一
方
、
ハ
ー
バ
ー
ド
の
栗
山
氏
を
加
え
て
も

日
本
人
の
発
表
は
四
題
し
か
な
か
っ
た
。
参
加
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
方
法
や

中
国
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
、
ま
た
日
本
語
を
使
え
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
に
し
て
も
、
日
本
の
医
史
学
研
究
層
の
厚
さ
か
ら
す
る
と
、
少

な
す
ぎ
る
と
い
う
の
が
正
直
な
印
象
だ
っ
た
。

と
は
い
え
比
較
的
少
人
数
の
会
議
ゆ
え
、
各
方
面
・
各
国
の
研
究
者

が
新
た
な
親
交
を
結
ぶ
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
考
え
及
び
も
し
な
か
っ

た
研
究
発
表
も
あ
り
、
多
方
面
に
お
い
て
実
り
多
い
会
議
だ
っ
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
本
会
議
開
催
の
実
務
を
担
当
さ
れ
た
く
言
⑦
目
①
旨
と

王
淑
民
両
氏
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
多
大
な
ご
後
援
を
い
た
だ
い
た
ゥ
エ

ル
カ
ム
財
団
に
も
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。


